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く目的〉

青森県内における淡水魚の魚病発生状況を把握し、魚病被害の防止に役立てることを目的とする。

〈試験研究方法〉

1.魚病発生時における診断

内水面の増養殖業者から検査依頼のあった検体、巡回指導時に採取した検体、および河川等で

のへい死事故により持ち込みのあった検体について、病原となるウィルス、細菌、真菌及び寄生

虫の有無を検査した。

ウイノレス'1主疾病については、臓器(稚魚については魚体)の磨砕ろ液を魚類株化細胞 (RTG-2、

CHSE-214)に接種して 150Cで約 1週間培養し、 CPE(細胞変性)の観察によりウィルスの有無を

確認した。 CPEが見られた場合には、中和試験によりウィルスを同定した。

細菌性疾病については、臓器、患部から寒天培地(普通寒天、トリプトソーヤ寒天、 O.5%NaCl

添加ブレインハートインフュージョン寒天、改変サイトファーガ、 KDM-2)に塗抹して培養し、

菌の分離が見られた場合には凝集反応試験、間接蛍光抗体法、性状試験などにより同定した。た

だし、細菌性腎臓病 (BKD)の診断については、間接蛍光抗体法を用い、細菌性偲病、カラムナリ

ス病については、検鏡によって診断した。

2.アユ放流種苗の冷水病保菌検査

県内の河川で放流されたアユ種苗について、放流時に検体を採取し、個体別に培養法による冷

水病保菌検査を行った。腎臓及び飽から改変サイトファーガ培地に塗沫し、腎臓については 150C、

偲については 5"Cで約 1週間培養した。

〈結果の概要・要約〉

1 .魚病発生時における診断

魚種別疾病別診断件数を表 1に、月別診断件数及び地区別診断件数をそれぞれ表 2、表3に示

した。今年度3月中旬現在の診断件数は 27件で、あった。

魚種別の診断件数では、サクラマスが 7件と最も多く、ニジマスおよびコイが各6件あった。

ウイルス'性疾病で、は、圏内でも初めて発生したコイへルベスウイルス(阻N)病が保菌も含めて

計3f牛あった他、ニジマスのヘルベスウィルス感染症が県内で、初めて発生した。

細菌性疾病では、昨年度と同様に冷水病が最も多く、単独感染で3件、混合感染で1件の発生が

見られた。その他、病原体の分離からエロモナス・サルモニシダによる感染症と見られる症例が 2

f牛あった。

寄生虫性疾病については、白点病の 2件のみであった。

2.アユ冷水病の保菌検査

平成 15年6月6日と 6月 11日に県内の2ヶ所で放流されたアユ種百(他県産、人工種苗)に

ついて、検体各60尾を採取し検査を行ったが、冷水病菌は分離されなかった。

-137-



〈主要成果の具体的なデータ)

表 1 平成 15年度の魚種別疾病別診断件数
(平成15年4月~平成16年3月)
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表 2 魚種別月別診断件数
(平成15年4月~平成16年3月)
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表3 魚種別月別診断件数
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